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図15 秩序変数云 (□)と感受率X(△)の相関強度依存性f
¢が立ち上がる,の値において¢のゆらぎを表す感受率Xが鋭いピー クをもつことから､相
転移が起こっていることがわかる｡ (文献19)から転載)
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図16 眼優位性コラム_の_取囲_
特定の波長をもって同側由来と対側由来のシナプスが凄み分けた構造を示す秩序相 (S:ス
トライプ札 B:プロップ格子相)と､特定の波長をもたない無秩序相 (U:-様相)とから
なる｡また､以下に示す生育時の視覚環境に対応する点をこの相図上に示した｡N:正常環
境,SES:視神経の同期的電気刺激,S:斜視,BD:両眼性視覚遮閉,MD:単眼性視覚遮臥 (文
献19)から転載)
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